
　少子高齢化、人口減少、地域コミュニティの変化を背景とし、新たに対応すべき地域の課題
が生じており、地域福祉に関する施策や動向も大きな転換期を迎えています。
　課題の解決は、個々にではなく、「地域全体でとらえ」協力し合わなければできず、地域づく
りと一体で進めるべきだと考えています。

　第３次計画では地域の皆さんとの話し合いを重視し、地域福祉への理解と関心を広める地域
づくりを目指します。
　２つの考えを持って、この計画を進めます。
（１）　計画当初の２年間を「地域の皆さんと話し合う期間」とし、日常生活での困りごとへの
　　対応や地域福祉のことなどについて、多くの人と話し合う機会を作ります。
（２）　福祉の原点である安全・安心な日常を守る活動を、「災害の備え」として一歩進めます。
　　その活動から、地域での見守りや支え合いにつながるよう推進します。

地域における課題の多様化と地域づくり

第３次計画における市社協の活動の進め方

基本目標

基本目標

１　地域福祉の意義を共有する活動
２　困りごとや課題、地域の特性を見つけ活かす活動
３　地域福祉活動の点検を行う活動
４　市社協活動の情報発信

目指す地域福祉活動の醸成1

１　感染症対策下での活動の推進
２　地域の中で取り組む子育ち活動の推進
３　生涯を通した学びと運動の推進

次代につなぐ活動の推進2

１　地域活動を行う団体の育成
２　集いの場の高機能化を推進
３　高齢者を対象とした集い活動の調整
４　団体活動を支援する環境づくり
５　他分野・団体との共同活動

１　ボランティアセンターの機能充実
２　地域の団体・組織の人材探し
３　多くの人・団体が学び、活動する環境の整備

団体活動による地域活動の推進

【取組方針】

6

地域を支える人材の発掘・育成7

１　相談への対応力が向上する体制づくり
２　市社協と地区社協との協働体制の推進
３　地区社協への活動支援

市社協、地区社協等の機能充実3

１　災害に備える事業の推進
２　災害ボランティアセンター機能の充実

災害の備えから始める安全・安心の確保5

１　見守りから続く生活支援
２　ひとりの不安を和らげる生活支援
３　就労を補助する生活支援
４　外国人や災害避難者等への生活支援
５　権利擁護、継承に係る生活支援

つながりを活かした生活支援の推進4

趣　旨

●　不安が少なく安全・安心に、日々の生活がおくれる。
●　年齢、性別、障がいの有無に関わらず、また、支える側・支えられる側の
　　関係を超えて、活き活きと暮らせる。
   そうした良さを日常の生活の中で感じられる「地域」の実現を目指す活動。

市社協が考える地域福祉活動

2
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　長期構想を実現するための３つの基本目標を設定し、具体的な取り組みを行います。
　この基本目標は、これからの寒河江市の地域福祉を進めるためのものであり、地域に住まい
する人、地区社会福祉協議会、関係機関・団体等の参加と協力が必要です。

啓発や奨励活動等による、一人ひとりが行動する機運づくり

困っている人や生活課題等を把握し、支援や解決ができる、
安全・安心な地域づくり

多くの人が地域活動に参加する、活力ある参加型社会づくり基本目標 3

長期構想 福祉は地域づくりから

【具体的な取組】

【具体的な取組】

【具体的な取組】

【取組方針】

【取組方針】

長期構想と３つの基本目標
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社会福祉法人　寒河江市社会福祉協議会

進行管理

計画の位置付け

　令和３年度から令和 7年度までの５年間。

　令和 3年度からの２年間で地域福祉の意識の定着と活動の点検を行います。
　令和５年度からは具体的な活動へ向けた体制を整備し、活動の展開へとつなげます。

　毎年度、関係者や市民の皆様からの評価を収集します。そのうえで、自己検証とあわせ
て取り組み状況を点検し、評価を行います。必要に応じて見直しを行い、次年度以降の計
画に活かすことで、計画の適切な進行管理を行います。

　本計画は寒河江市が策定した第３次寒河江市地域福祉計画と連携を図りながら、地域福
祉を推進するものです。

計画期間

計画の進捗

社会福祉法人　寒河江市社会福祉協議会

第３次寒河江市地域福祉活動計画
令和３年度~令和 7年度

第３次寒河江市地域福祉活動計画概要

TEL  0237-83-3220  FAX  0237-83-3221
HP http://care-net.biz/06/sagae/ 

〒991-0021 山形県寒河江市中央二丁目２番１号ハートフルセンター 2階

社会福祉法人　寒河江市社会福祉協議会

1

3

2

4

概要版


